
 

 

 

 

 

 
 

平成 30 年度始業式 式辞 
 
今年は桜の開花が十日程早く、春休みには、満開の桜を楽しむことが 

できました。きっと、新年度を待ちきれなかったのではないかと思います。 

さあ、平成三十年度が始まります。昨年度が本校創立七十周年でした 

から、本年度は七十一年目。七十年という節目に卒業していった先輩か 

ら受け取ったバトンを大切にしながらも、「新たな一歩」を踏み出す年にしたいと考えていま

す。 

 

そのために、まず確認したいことが二つあります。 

一つ目は、本校の学校教育目標です。昨年度と同じく、「志をもち、たくましく生きる生徒

の育成」です。ただ、「こころざし」を漢字の｢志」に改めました。ひらがなでなくとも、も

う十分すぎるくらい皆さんに浸透していると思ったからです。 

二つ目に、「志」とは何かということです。これも以前に話しましたが、｢志」の三つのと

らえ方です。 

一つは、信条。常に心掛けている（たい）こと、大切にしている（たい）こと。例えば、「誰

にもやさしく」、「いつも笑顔」、「じっくり一歩一歩」といったものです。 

二つ目が、目標。これには、短期的な目標、例えば、「夏の大会で優勝する」、「○○高校

に合格」といつたものと、将来目指す姿、例えば、「将来は、弁護士になる」、「将来は、人

を笑顔にする仕事をしたい」などです。 

そして、三つ目が、つくりたい未来･社会像、例えば、「戦争のない世界」、「差別のない

社会」、「自然豊かな地球」、「みんなが健康な社会」、「世界とつながることができる社会」

などです。 

この三つのとらえ方は、別々のものではなく、自分の志を大切にしている人にとっては、深

くつながっているものですし、自然とそうなっていくでしょう。だから、今、三つのとらえ方

ができてなくても大丈夫、一つのとらえ方であっても、「志もっている」と言っていいと思い

ます。そのことを大切にすることと、機会あるごとに他のとらえ方を考えることで、自然とつ

ながり、志は広がり、育まれていくと思います。 

今年も、三年生は二年間、二年生は一年間育んできた志を、さらに大きく育んでいきましょ

う。 

平成三十年度、「新たな一歩」を踏み出すために確認しておきたいことを話しました。次

に、「新たな一歩」のためのヒント

をお話しします。 

私事ですが、私の趣味はランニン

グです。週末には 10～20 キロメー

トル走りますし、朝もほぼ毎日 2～

3 キロメートルほど走っています。

なぜ走るかというと、走ることが楽

しいからです。でも、ランニングを

始めたのは五十歳を過ぎてからで

す。走り始めた頃は 2 キロメートル

も走れませんでした。でも、自然の

風や鳥のさえずりなどを聞きなが

ら、自分なりのペースで続けること
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で、走り続ける距離も少しずつ伸び、長藤マラソンの 10 キロメートル、ジュビロマラソンの

22 キロメートル、フルマラソンの 42.195 キロメートルも走りきれるようになりました。今年

も長藤マラソンにエントリーしてありますし、その他のマラソンにもいくつかは出場する予

定です。 

それから、今はやっていませんが、ダイビングもやっていました。機材をつけて海の中に潜

るスポーツです。始めたのは四十歳過ぎてからです。スクールに通って、実習もして、免許も

取りました。海の中は、すてきですよ。 

それから、お祭りでは屋台に乗って、笛を吹いています。祭り囃子ですね。これは三十歳過

ぎてから、友人と一緒に、師匠を探し、毎週師匠のところに通い、習いました。 

なぜこんな話をしたかというと、「何かを

始めるのに遅すぎると言うことはない」と言

いたかったからです。 

皆さんは、何かやってみたいこと、挑戦し

てみたいことはありませんか。五十六歳の私

ですら、これだけ挑戦し、さらにやってみた

いことがいっぱいあるのですから、君たちに

はもっともっとあることでしょう。できない

理由を言うよりも、まず始めること、やって

みることです。やりたいことをやるときのワ

クワク感はたまりませんね。東進ハイスクー

ル予備校講師の林修先生も言っていますね。

「いつやるの？今でしょ！」 

 

今日から始まる平成三十年度が、生徒一人一人の「新たな一歩」と、先生方の「新たな一歩」

により、豊田中学校としても大きく「一歩」踏み出すことを期待して、始業式の式辞としま

す。 

 平成３０年４月５日      磐田市立豊田中学校長 倉島 茂見 

  

  

平成３０年度の学校組織・職員です。一年間どうぞよろしくお願いします。 
校  長 倉島 茂見 教  頭 安藤 和典 

教  務 田中 誉也 生徒指導主事 池島 弘典 

 

 １  年 ２   年 ３   年 

学年主任 鈴木 康重 数 安間 久芳 国 杉田 直樹 数 

学年付 石川 収一 理 荻野 彰久 数 近藤 範光 技 

学 

級 

担 

任 

１ 園田 浩人 英 大庭 礼 国 進士 昌毅 社 

２ 山下 真生 英 松本 敏洸 社 小山 裕美 国 

３ 宇敷 志保 音 渥美 直和 美 白井 伸明 社 

４ 福永 将 保体 岩倉 由起 家 古山 浩志 保体 

５ 竹下 幸枝 英 竹下 幸枝 英 竹下 幸枝 英 

保健関係  山下三千代（養護主任） 

事務関係
 

 長島 猛（事務主任）  杉山くみ子  岩田 千夏 

 

支援員等

 

 

 

 

 

 ロックハート デビッド エドワード（ＡＬＴ） 

コニシ ウィルマ（ＡＬＴ） 

 城下麻里子（拠点校指導員） 鈴木 晴美（市：支援員） 

 松山 恵子（市：支援員）  藤野二三子（市：支援員） 

 望月 賀子（心の相談員）  山浦こずえ（ＣＳＤ） 

 鈴木 真理（ＳＳＷ）    水野 裕美（ＳＣ） 

 鈴木 久恵（学校図書支援員） 

始業式での校歌斉唱 

 



 


